
成長過程で資金が足りない！企業様へ。資金パイプの多様化をお勧めします。

資金調達と一口に銘打っても、様々な資金パイプがあります。
まず直接金融（相対で資金を融通してもらう）と間接金融（銀行などを介在させて資金を集める）に大きく分か
れます。
直接金融に関しては、外部調達と内部調達（リストラクチャリング）にさらに分かれます。
外部調達とは、実際に外部の第 3 者から資金を集める方法です。また内部調達（リストラクチャリング）とは、
会社が存続する中で発生した様々な無駄、その無駄を取り除いて資金を湧出させる方法です。
間接金融に関しては、まず銀行からの融資です。銀行の取り組み方により、4 つに種別できます。最近は投資銀
行系（事業リスクをとって融資を行う）など特色のある銀行も現れてきています。
また、第 3 者機関融資と記載しましたが、過去の不動産担保融資とは一線を画したファイナンスの方法も開発さ
れてきています。
上記の方法を組み合わせて、私達が資金繰りを強力にバックアップして参ります。


